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参勤交代の大名達が、きらびやかな行
列を作つて、下にいー下にいーと通つ

た陸羽街道も、今では立派に舗装され
てとりどりの高級車がプラタナスの緑

を映して行き交う自動車占用路さえ持
つ近代的なものになつた。時代の変遷

とともに街道に沿つた農家 の農業技術
も大きな飛躍と向上を とげ、年 々歳々

その収獲高を上げてゆく。東京都産米

供出量の約40%を占める本区の産米

量は、限られた土地で増収を図るため

に、土地と品種の関係、耕地整理によ

る労力の能率化、肥料の適否等に関す

る農家の真剣な研究心によつて着々増

収の一途をたどっている。昨年度東京

都下1反歩当りの最多収穫を挙げた品

種の田植に区内各方面から集まつた人

々が期待に胸をはづませて手にもつ苗

がまたたく間に黒い水面に涼しい緑の

かげをつくつてゆく、たんぼに、区が

設置した農繁期託児所のオルガンの音

がゆるやかに流れて、足立区の供米へ

の基礎体制は万全である。
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電力
料金 値上反対の意見書提出

第4回足立区議会おわる
去る6月12日本年第4回足立区議

会定例会は定刻足立区議事堂に開会さ
れた。

当日提出された議案及び追加2件が

加えられ慎重審議の結果いずれも原案
通り可決となつた。特に当日の議案中
には特別区税条例の一部改正及び電力
料金値上反対意見書の提 出等区民 の日

常生活に直接響くと目される重要議案
の審議が行われた。

本会議の諸日程終了後荒川放水路堤搪

敷整備問題並びに豊島橋及び新田橋

補修工事促進の請願書がいずれも議会
全員の賛成を以て関係当局に提出され

る事に決定した。
因みに提出された議案 は下記の通り

である。

1　議案第15 号　 財産取得に関する件
2　議案第16号　東京都足立区役所出張

所設置条例制定の
件

3　議案第17 号　東京都足立区農業委

員 会 委 員 選 挙 の 選 挙

長 投 票 管 理 者 及 び 選

挙 立 会 人 等 の 報 酬 条

例 制 定 の 件

4　議案第18号　東京都足立区支所設

置条例一部改正の件

5　議 案 第19 号　 東 京 都 足 立 区 特 別 区

税 条 例 一 部 改 正 の 件

6　議 案 第20 号　 昭 和26 年 度 東 京 都

足 立 区 歳 入歳 出 追 加

予 算

7　臨時出納検査立会人選任に関する件

8　議員提出議案第2号　電力料金値上

に関する意見書提出の件

9　足立区民生委員推薦会委員委嘱につ
き意見聴取方の件

灌漑状況と水害原因調査
区長水害地の視察

毎年都における産米供出量の筆頭を占
める本区の灌漑状況と年々歳々こうむ
る水害原因調査のため、本月下旬大山

区長は都河川課長、農地課長とともに
、利根川上流見沼代用水路、葛西用水
路等の水源地を視察し、灌漑及水害対
策を考究する こととなつた。

千 住 保 育 園 に 植 樹

6月5日開園式を挙げた千住保育園は
建物に比して庭が貧弱なので、当日出席

した小林三四郞議員がこれをみて数種
の樹木を寄附した ので建築課で早速

植樹に着手した。

近代施設を誇 る
郡立千住保育園開園

都のモデル保育園として東京一の施設

を誇る都立千住保育園の開園式は、6

月5日午後1時半から、都区理事者及

び関係者250名を招いて盛大に行わ

れた、又これに先立ち、保育園設立の

基礎を築いた故荻野鐵藏氏の功績を永

く 讃 え る 記 念 碑 の 除 幕 式 も併 せ 行 わ れ

た 。

【写真は大山区長を囲んで保育園竣工

に喜ぶ園児たち】

足

立区 模型飛行 機大 会

日 時 7月1日午前9時
( 雨天の際は7 月8 日)

場 場 千住新橋グランド
戦時中一時中絶していた模型飛行機工

作技術及び実施は、最近関係方面で大

いに奨励されているので本区では区内

小中学校児童生徒を対象として区内に

居住するこの種の優秀枝術者の実地指

導を受けさせ工作枝術向上と科学に対

するより以上の認識を高め併せて不良

化防止の一助とするため次の要領によ

り標記大会を開催することになつた。

模型 飛行機出場規定
◎ ゴム動力機

小 学 校 の 部

a級　1本胴

全長45c

m 以 下

b級　1 本 胴

以 上 全 長60cm

以

下

中 学 校 の 部

a 級　1 本 胴

全 長45cm

以 下

b級　1本胴

以上全長60cm 以下
c 級　1 被覆胴体( 角、丸、3 角)

胴の全長90cm 以下

高等学校及び一般の部
a、b、c、は小中学校の部と同じ
d　l 級は1被覆胴体( 角、丸、3角)

胴で機の全長は制限なし

曳行グ ライダ ー
a級　 翼巾　60cm 以 下
g級　〃　　120cm〃
h 級　 〃　　360cm 〃

横断競枝は横断先着順で順位決定

〔注意〕
1、出場は自由ですから1機で2種目

申し込めます。但し1機で何回も出
場できません。

2、申込は6月26日まで区役所社会
教育係で受けつけます。

3、その他詳細は同係にお問い合わせ
下さい。

社会を明るくする運動

7月1日～7月10日
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水禍に万全の備え
排 水 場 を 増 強

雨期に入ると毎年水禍に悩む本区では

本年の水防対策として排水場の新設並

びに既設排水場の設備の強化を計り水

害の絶無に万全の態勢を整えている。

○ 牛 田 排 水 場

1. 150ミリポンプ1台を台風時の

停電にそなえてデイーゼルに改め

る 。 完 成 は7 月 末 の 予 定

○ 裏 門 堰 排 水 場

800ミリポンプ1台を増設8月末

完成予定

○ 長 門 町 排 水 場( 新 設)

設備500ミリポンプ1台8月末ま

で に 着工

○ 梅田排水場

4か年計画で25年度から着工したが
その第1期工事として1000ミリポ

ンプ1 台が7 月までに設置でき

るよう工事を急いでいる。

区議会日誌

5 月31 日　 財務委員会

下記案件について審議を行つた
1　財産取得に関 する件
2　東京都足立区特別区税条例一部改

正の件
3　昭和26年度区経済予算追加見込

額概算について
6月1日　総務委員会

下 記案件について審議を行つた
1　東 京都足立区支所設置条例一部改

正の件
2　東京都足立区役所出張所設 置条例

制定の件
3　東京都足立区農業委員会委員選挙

の選挙長、投票管理者、及び選挙

立会人等の報酬条例制定の件
4　東京都足立区特別区税条例一部改

正の件
6 月4 日　土木委員会

下記案件について審議を行つた

1　所管事項について

2　荒川放水路堤搪敷整備について

3　各種請願書について

6 月6 日　厚生委員会

下記案件について審議を行つた
1　財産取得( 小台浴場) について

2　民生事業費追加予算について
6 月6 日　教育委員会

下記案件について審議を行つた

1　昭和25年度繰越事業進捗状況に

つい て

2　昭和26 年度臨海学園開 園につい

て
3　昭 和26 年度学童水泳について
4　学校警備員配置について
5　成人学校開校について

6　学校建築請負者に対する損害補償
金について

7　区立幼稚園設置に関する陳情書に

ついて
6 月7 日　建築委員会

1　所管事項について
6 月8 日　経済委員会

1　所管事項について
2　産業経済費追加予算について

全産業の実態把握
事業所統計調査

我が国産業経済活動の実体把握に資す

るとともに各種の標本調査のために適

切な基礎資料を提供することを目的と

して7月1日午前0時現在で公営、民営

の事業所統計調査が行われる。

調査の対象となる事業所とは各商店、

事務所、会社、工場、社寺、医院、学

校、助産所、旅館、料飲店、浴場、理

髪店、遊戯場、映画館、鉄道・バスの

営業所等で、農家、露店、行商、官営

事業所、公営事業所で公務( 行政事務)
を行う事業所はこの調査の対象から除
外される。調査方法は調査員が事業所

を巡回して調査票に質問記入するが、
法人については更に他の諸事項を代表

者が申告することになつている。
なお、この調査は統計法にもとずいて実

施される関係上物資の割当、配当、
課税等の資料 として使用されることは

ない。

新 しい 戸 籍
子の名に使用する文字について

出 生 子 の 名 に 使 用 す る 文 字 に つ い て

は

1 、 昭 和21 年11 月 内 閣 告 示 第32

号 当 用 漢 字 表 に 掲 げ る 漢 字

2、片かな、又は、平がな、( 変

体がなを除く)

命名用の文字は、以上の通り、制限

をうけ、相当窮屈に感ぜられ、かつ

人名に用いている漢字で、当用漢字

表にない文字が多く、不便のため、

人名用漢字追加の建議が行はれ、当

用漢字表にない漢字で、特に、多く

人名に用いられる文字92字が、昭
和26年5月25日内閣告示第1号

をもつて、使用出来ることとなり、
同時に戸籍法施行規則60条にも、
そ の 旨 が 追 加 さ れ た 。 あ らた に 使 用

出 来 る こ と にな つ た 人 名 用 漢 字

丑丞乃之也互亥亦亨亮仙伊
匡卯只吾呂哉嘉圭奈宏寅尚
巖巳庄弘彌彦悌敦昌晃晋智

暢朋杉桂楠橘欣欽毅浩淳熊

爾猪玲琢瑞甚睦磨磯祐祿禎

稔穰綾惣聰肇胤艶蔦藤蘭虎

蝶輔辰郁酉錦鎌靖須馨駒鯉

鯛鶴鹿磨齊龍龜
以上92字が、使用出来ることとな
つたので、命名上の窮屈は多少緩和
されたわけである。
出生子の名の漢字は以上述べた通り
当用漢字表にある漢字及び前記92
字の人名用漢字以外は使用出来ない
それ以外の漢字を使用した場合は受
付けられないもし誤つて受附け戸籍
に記載をした場合は法律上許されな
いものであるから届出人又は届出事
件の本人に通知をして戸籍訂正の手続

をさせることになつている。
名の文字の制限は、新法( 昭和2

3年1月1日) からであるが、旧法
時代に生れた子でも、出生届がして
ない場合には新法の適用をうけて、
文字の制限をうける。
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出 張所 め ぐ り
第19 出 張 所

「例の綾瀬の廃道問題が今やつと形が

ついてね」… 何か忙しげに机上に山積

された書類を片附けながら「どうやら

出張所めぐりも終りになつたね」とに

こにこ迎えてくれた淺井所長は松香流

書道をよくし、昭和4年松方コレクシヨ

ンの法政研究生として早稲田大学か

ら渡米、パチエラ・オブ・ローズの学

士号をとつたというだけであつて、出

張所の内部には達筆で書かれた職員訓

や 各 種 申 請 書 そ の 他 の 手 続 方 法 等 が 洗

練 さ れ た 感 覚 で 貼 ら れ て あ る 。

△ 常盤線綾瀬駅は19出張所の管内に属

しており、今までそのホームは6輌連結

の電車が発着できるだけであつた

が、7月1日から8輌連結になるので

ホームを延長しそれに伴いホームの北

端にある道路が必然的に廃道になると
思うが住民の意見を聞いてみてくれと
の東鉄からの問い合わせに対し土地の

人々と話し合い、道路を他につけかえ
てくれれば異議はないという結果を区
土木課経由、東鉄に回答し今度地元の

意見の通り実施されることになつた
が、なんともはや気骨の折れた仕事だ

つ た で す よ と 、 今 まで そ の こ と で 来 客
が あ つ た とい う 所 長 は 一 仕 事 片 附 い た
人 の ほ つ と し た 表 情 で い つ た 。

△ 本所と梅島支所から管轄されている
出張所は19出張所だけである。五兵
衛、普賢寺、伊藤谷本町の各町は区役
所に、五反野南、五反野北、四ツ家、二ツ

家、伊藤谷西、日の出町3丁目の

各町は梅島支所にそれぞれ諸報告の提
出、税金の納入等をしなけれはならず
大いに事務がやり難い。而しこれも本

所と支所の中間に位する19出張所管

内の区民のため、区が、省線の利便あ

る地域ば本所、その他の地域は支所と

住民本位に立てた区政執行計画である

から職員にもそのことをいつて煩雑な

事務を整理してもらつている。

△ 事の善悪は別として8年の軍隊生活

で形付けられた私の処生観は何でも自

分でやつて了まうことだつた。而し平

和になつた今日、況して思想の面で驚

くほどの変化を示した世の中で、人の

長として仕事をしてゆくには、私の軍隊

哲学の欠陥が往々にして生じてくる

ことがある。だから出張所の和をつく

り出すためにも私はすべてを合議制で

やつてゆくようにしている。

△ 綾瀬村役場だつたという建物は、裏

手の弘道小学校の校庭で遊ぶ生徒の喚

声さえ、かえつて静かさを深める効果

を増すほど天丼が高くひつそりとして

いる。最近各出張所に割当られた美化

費で買つたという白百合が一際落着い

た 空 気を 漂 わ せ 、 出 張 所 の所 管 し て い

る 区 域 の 管 轄 が 本 所 と支 所 に2 分 さ れ

て い て 煩 雑 な 事 務 だ とい う の に 、 机 も

書 類 も き ち ん と 整 頓 さ れ て 合 議 制 の 徹

底振 り が う か が え る。 な ん とな れば 合

議 に は 各 個 人 の 責 任 が 附 帯 す る か らで

あ る。

前列右か ら

高木 誠一
淺井保太郞

松宮 直

後列右から
池田 時完

靑木文子

赤津 靜江

農繁期に保育所設置
舎人町の西門寺に

区では農繁期に入つて猫の手も借りた

いほど忙がしい農家のために6月13

日から舎人町1、437番地西門寺の

本堂及び境内を利用して保育所を設置

7月12日まで毎日午前7時から午後

6時まで農家の幼児を受託する、受託

人員100名、保育料は無料で4名の

従 事 者 が 保 育 に 当 つ て い る。

区民 の皆様 に
昭和25年1月1日から掲載しました

出張所めぐりも本号をもつて完了する

ことになりました。出張所は区政の最

前線であり出張所と区民の相互理解は

とりも直さず円滑な区政の根幹をなす

ものであるという区長の意にもとづい

て出張所の所長及び職員の氏名並らび

に所長の出張所運営方針等を各出張所

ごとに紹介し、居住地の出張所に対す

る区民の皆様の理解を深めて戴くこと

を目的として掲載してきたものであり

ます。出張所めぐりが所期の目的に幾

分 で もあ づ か つ て 力 あ つ た こ とを 願 い

な が ら こ こに 完 結 す る 次 第 であ り ま す

「千住愛育院の跡」の碑文
財団法人「千住愛育院」は、大正7

年11月28日に、南足立郡千住町
大字5丁目111番地在住、故荻野
鐵藏氏の発願に起縁して創立され、

財団 の基本財産はこれすべて氏 の喜
捨 に よ る も の で

あ つ た 。

爾来、財団は仏教

思想を基盤と

して、青少年の

補習教育と勤労階

級のための托

児事業に精進し

社会の福祉に多

大の寄与をなし

てきたのである

が、大平洋戦争

に 際 会 し 、 そ の

業 務 を 休 止 す る

に 至 つ た 。

昭和23年9月、足立区立千住保育

園は財団の土地建物の貸与を受けて
発足し、 その後、制度 の改正に伴い

同保育園は東京都に移管されたので

あるが、偶々同24年の末に同保科園
の新築計画が確定するに及び財団

は足立区の懇請を快く容諾せられ、

同25 年11 月7 日財団を解散し、
保育園新築敷地
としての宅地3
26坪、その他
既存建物等財産
の一切を足立区
に寄附せられたの
である。玆に

財団の善徳を叙

し、この土地の

由来を後世に伝

えんと欲する次

第である。

昭和26年3月

足立区長　大山雅二


